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一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
九
月
一
日
、
午
前

十
一
時
五
十
八
分
、
関
東
地
方
は
強
い
地
震
に
見
舞

わ
れ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
。
「
宅
地
総
面

積
一
、
六
四
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
被
災
面

積
は
…
横
浜
全
市
の
お
よ
そ
八
割
に
あ
た
る
。
一
方

被
災
人
口
は
、
全
人
口
四
四
万
八
、
四
三
二
人
の
う

ち
、
死
者
二
万
一
、
三
八
四
人
、
行
方
不
明
一
、
九

五
一
人
、
そ
の
ほ
か
重
軽
傷
者
な
ど
を
加
え
る
と
、

三
八
万
八
、
九
一
二
人
で
あ
る
。
す
べ
て
の
罹
災
関

係
人
口
は
、
四
一
万
二
、
二
四
七
人
に
も
達
し
た
。
」

（
「
横
浜
の
歴
史
」
）

　
こ
の
震
災
に
対
し
て
、
全
国
、
全
世
界
か
ら
救
援

の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。
支
援
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
全
容
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の

時
の
支
援
に
感
謝
し
一
端
を
ま
と
め
て
み
た
。

１
－
自
治
体
か
ら
の
支
援

　
　
「
…
コ
レ
ア
丸
…
ロ
ン
ド
ン
丸
…
両
船
よ
り
発
せ

る
無
線
電
信
は
…
二
日
午
前
三
時
に
大
阪
市
長
に
通

じ
…
…
大
阪
市
は
急
速
救
援
の
策
を
た
て
、
即
日
緊

急
参
事
会
並
び
に
市
会
を
開
き
て
二
十
万
円
支
出
の

議
を
決
し
、
午
後
三
時
有
田
助
役
以
下
の
吏
員
は
汽

盤
扇
海
丸
及
び
シ
カ
ゴ
丸
に
食
糧
及
び
救
護
品
を
積

載
し
て
急
航
、
直
ち
に
救
護
事
務
を
開
始
せ
ら
れ
た

る
が
、
同
八
日
に
は
追
加
予
算
八
十
万
円
の
支
出
を

議
し
て
、
全
力
を
傾
倒
せ
ら
れ
た
り
。

　
…
義
損
金
・
：
九
月
三
十
日
ま
で
に
…
金
額
に
て
金

百
三
十
万
円
、
物
品
に
て
八
千
七
百
八
類
を
得
た
り
。

…
お
よ
そ
日
常
生
活
上
大
小
の
必
需
品
万
端
こ
れ
を

網
羅
せ
ざ
る
な
し
と
い
う
も
誇
張
に
あ
ら
ず
。
…
児

童
の
…
学
用
品
革
袋
の
類
等
概
ね
そ
の
寄
贈
に
属
せ

ざ
る
な
く
、
そ
の
学
校
…
の
机
七
千
脚
、
腰
掛
一
万

四
千
脚
の
如
き
も
同
市
の
寄
贈
に
か
か
れ
り
。
」

（
「
横
浜
復
興
誌
」
第
一
編
）

　
こ
れ
は
、
大
阪
市
の
支
援
例
で
あ
る
が
、
支
援
は

自
治
体
だ
け
で
二
十
五
府
県
、
二
十
七
市
・
郡
に
及

ん
で
い
る
。
施
設
関
連
で
は
、
八
府
県
連
合
に
よ
る

病
院
（
現
在
の
南
区
中
村
町
）
、
今
の
仮
設
住
宅
に

当
た
る
簡
易
住
宅
（
公
設
罹
災
者
収
容
所
）
を
関
西

府
県
連
合
会
か
ら
一
万
二
千
坪
、
一
万
一
千
四
百
七

十
八
人
分
、
兵
庫
県
及
び
神
戸
市
か
ら
二
千
九
百
三

十
三
坪
、
三
千
三
百
八
十
二
人
分
寄
贈
さ
れ
た
（
住

宅
で
は
、
企
業
か
ら
の
寄
贈
も
あ
る
）
。
こ
れ
ら
の

一
部
「
横
浜
市
営
稲
荷
山
下
収
容
所
」
が
、
南
区
に

唯
一
残
っ
て
い
る
。

　
ま
た
公
設
市
場
五
ヵ
所
、
公
設
浴
場
七
ヵ
所
、
職

業
紹
介
所
ニ
カ
所
、
洋
食
と
和
食
を
扱
う
簡
易
食
堂
、

精
神
病
院
、
中
央
授
産
所
が
兵
庫
県
か
ら
、
隣
保
館

が
大
阪
府
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。
な
お
、
他
に
公
設
市

場
十
七
ヵ
所
、
公
設
浴
場
十
七
ヵ
所
が
、
義
掲
金
を

政
府
よ
り
配
分
さ
れ
て
建
設
し
て
い
る
。
（
義
損
金

は
、
国
内
総
額
三
千
七
百
万
円
。
平
凡
社
「
大
百
科

事
典
」
）

　
人
的
支
援
で
は
、
救
護
班
、
市
営
電
車
復
旧
、
水

道
施
設
復
旧
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
救
援
金

や
物
資
な
ど
多
数
に
及
ぶ
（
表
）
。

２
－
救
護
班

　
自
治
体
以
外
か
ら
も
、
宮
内
省
、
逓
信
省
、
公
立

大
阪
医
科
大
学
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
、
広
島
市

医
師
会
、
岡
山
県
倉
敷
紡
績
会
社
、
長
野
県
上
高
井

郡
他
五
郡
医
師
会
、
三
菱
、
東
本
願
寺
、
協
調
会
臨

時
病
院
、
香
川
県
愛
国
婦
人
会
、
日
本
赤
十
字
及
び

各
地
の
赤
十
字
か
ら
救
護
班
派
遣
が
あ
っ
た
。



３
－
寄
贈
金

　
判
明
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
、
自
治
体
以
外
か
ら

全
体
で
九
十
二
件
、
百
五
十
七
万
六
千
六
百
五
十
一

円
九
十
三
銭
、
二
十
ポ
ン
ド
の
寄
贈
金
が
あ
っ
た
。

企
業
関
係
か
ら
は
地
元
金
融
機
関
、
大
阪
の
新
聞
社

二
社
を
始
め
、
製
糸
関
係
が
四
件
、
船
関
係
三
件
、

ま
た
海
外
の
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
ま
で
二
十
一

件
に
及
ん
で
い
る
。
金
融
機
関
な
ど
の
寄
贈
金
で
は
、

住
宅
を
建
設
し
、
大
阪
の
新
聞
社
か
ら
の
寄
贈
金
で
、

罹
災
者
貸
付
資
金
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
授
産
事

業
を
指
定
し
た
寄
贈
金
も
あ
っ
た
。

　
団
体
で
は
、
宗
教
関
係
が
札
幌
市
か
ら
若
松
市
ま

で
十
件
、
青
年
会
・
団
等
が
八
王
子
、
大
阪
等
八
件
、

学
校
関
係
の
八
件
等
三
十
九
件
、
個
人
が
函
館
市
か

ら
熊
本
県
ま
で
と
、
海
外
の
ロ
ン
ド
ン
、
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
等
三
十
二
件
に
な
る
。

４
－
寄
贈
品
目

　
寄
贈
品
目
は
、
食
糧
、
食
器
、
衣
服
、
履
物
、
夜

具
、
薪
、
水
、
建
築
材
料
、
衛
生
材
料
等
生
活
必
需

品
の
す
べ
て
に
わ
た
り
、
教
科
書
・
学
用
品
も
含
ま

れ
る
。
食
糧
は
米
、
麦
、
小
麦
粉
、
麺
、
う
ど
ん
、

豆
、
野
菜
、
味
噌
、
醤
油
、
塩
、
砂
糖
、
漬
物
、
缶

詰
、
塩
・
干
魚
、
卵
、
茶
、
パ
ン
、
ミ
ル
ク
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
、
飲
物
等
す
べ
て
に
わ
た
り
、
そ
の
他
、
風

呂
桶
、
床
屋
道
具
、
カ
マ
ド
、
冷
蔵
庫
、
荷
車
、
自

転
車
、
自
動
車
、
船
、
電
話
機
、
家
一
棟
が
あ
る
。

　
兵
庫
県
関
係
で
は
県
・
救
護
班
・
知
事
か
ら
食
糧
、

食
器
、
履
物
、
ろ
う
そ
く
、
木
炭
、
薬
剤
、
マ
ッ
チ
、

学
用
品
等
が
、
神
戸
市
関
係
で
は
、
新
聞
社
、
船
会

社
等
か
ら
、
食
糧
、
衛
生
材
料
、
衣
類
、
履
物
、
荷

車
、
自
転
車
、
天
幕
等
が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
寄
贈
品
は
船
で
運
ば
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
多
く
の
船
会
社
の
救
援
を
得
て
い
る
。

５
－
避
難
先

　
総
人
口
四
十
四
万
八
千
四
百
三
十
二
人
の
う
ち
、

十
一
月
十
五
日
現
在
で
二
五
・
五
％
、
十
一
万
四
千

三
百
一
人
が
全
国
各
地
に
避
難
し
て
い
る
。
避
難
先

で
最
も
多
い
の
は
東
京
府
の
二
万
四
千
二
百
七
十
二

人
、
次
い
で
神
奈
川
県
内
の
二
万
一
千
四
百
六
人
で

あ
る
が
、
三
番
目
が
兵
庫
県
で
、
一
万
一
千
七
百
十

一
人
に
も
達
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
外
国
人
に
対
し
て
は
、
外
国
人
救
援
委
員

会
が
ア
メ
リ
カ
総
領
事
の
提
唱
で
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、

神
戸
市
に
外
人
救
援
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
る
。

６
－
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
う
ち
、
水
は
、
停
泊
船
舶
か
ら

の
供
給
を
受
け
た
他
、
海
上
輸
送
分
は
、
鉄
道
省
・

軍
用
自
動
車
に
よ
り
巡
回
排
水
を
実
施
し
た
。
ま
た

軍
隊
（
工
兵
隊
）
や
大
阪
市
な
ど
の
応
援
隊
で
水
道

の
復
旧
工
事
を
行
い
、
十
月
七
日
に
幹
線
・
配
水
管

が
、
十
二
月
に
は
す
べ
て
が
復
旧
し
て
い
る
。

　
交
通
で
は
、
汽
車
が
九
月
十
八
日
に
東
京
・
横
浜

間
が
全
通
。
汽
船
は
六
日
に
、
清
水
行
が
出
港
し
て

い
る
。
交
通
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
汽
車
・
汽
船

の
運
賃
免
除
並
び
に
割
引
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
罹
災
者
が
震
災
地
を
出
発
す
る
場
合
、
九
月

三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
証
明
な
し
で
無
料
、
二
十

一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
は
市
区
町
村
長
の
証
明
が

あ
れ
ば
無
料
、
救
援
に
従
事
す
る
人
で
、
公
共
団
体

の
証
明
が
あ
れ
ば
三
日
か
ら
十
三
日
ま
で
往
復
無
料

で
あ
っ
た
。
九
月
中
に
、
無
料
で
汽
船
・
汽
車
に
乗
っ

た
人
は
、
横
浜
市
に
お
い
て
二
十
万
人
に
上
っ
た
。

　
な
お
、
無
線
電
信
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
て
、
横

浜
市
長
が
、
静
岡
、
愛
知
、
兵
庫
、
大
阪
な
ど
各
地

の
知
事
、
大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
、
岡
山
、
京
都
な

ど
の
市
長
に
か
な
り
細
か
い
内
容
で
物
資
な
ど
の
要

請
を
行
い
、
返
信
も
き
て
い
る
。

７
－
海
外
か
ら
の
支
援

　
海
外
か
ら
の
支
援
は
、
横
浜
の
み
に
対
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
「
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
な
ど
四
十
一
ヵ
国
か
ら
、
見
舞
電

報
や
救
援
物
資
・
義
損
金
な
ど
が
届
け
ら
れ
、
そ
の

額
は
一
千
百
八
十
万
円
に
の
ぼ
る
」
（
「
二
十
世
紀
の

全
記
録
」
）
。
（
平
凡
社
「
大
百
科
事
典
」
で
は
二
千

二
百
万
円
）
。

　
救
援
船
は
、
横
浜
港
に
入
港
し
、
第
一
船
は
、
九

月
五
日
に
ア
メ
リ
カ
艦
と
イ
ギ
リ
ス
艦
が
来
航
し
て

い
る
。
次
い
で
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
艦
が
入
港
し

て
い
る
が
、
ソ
連
船
は
政
府
か
ら
退
去
命
令
を
受
け

た
。
ア
メ
リ
カ
は
新
山
下
に
七
十
五
張
、
七
百
五
十

床
の
天
幕
病
院
を
設
置
し
、
日
本
赤
十
字
社
に
寄
贈

し
て
い
る
。

〈
参
考
・
貨
幣
価
値
Ｖ
大
正
十
一
年
、
米
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
値
段
三
円
二
十
一
銭
。
平
成
五
年
、
五
千
二

亘
二
十
九
円
。
約
一
千
六
百
三
十
二
倍
。

　
（
注
）
資
料
は
、
特
に
表
示
の
な
い
も
の
は
「
横
浜

市
震
災
誌
」
「
横
浜
復
興
誌
」
に
よ
る
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
⑤
関
東
大
震
災
の
時
に
受
け
た
他
都
市
等
か
ら
の
支
援
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横浜市宛関東大震災時救援･寄贈一覧（府県市分）除く個人,団体,企業,海外（横浜復興誌第1編）

府県･都市救援･寄贈内容

山形県　　救護班派遣62人(9月６日～10日)。
福島県　　薬品食料品等(価額約2000円)。
群馬県　　救護班派遣。警察官126人。

千葉県　　食料その他(価額約3000円)o
新潟県　　救護班派遣(9月７日～10月10日)。雑貨食料品(価額約1000円)。
静岡県　　救護班派遣(9月11日～21日)。食料品その他(価額約5000円)。警察官31人。
山梨県　　食料品雑貨(価額約2500円)。警察官94人。
長野県　　救護班派遣(9月９日～13日)。食料品その他(価額約1000円)
愛知県　　救護班派遣。食料品。警察官100人。
福井県　　救護班派遣(9月８日～15日)。
石川県　　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。救護班派遣 (9月７日～25日)。急造建物2棟。
京都府　　８府県連合病院設置診療(10月１日~12月20日)。救護班派遣(9月９日～22日)。急造建物2棟。
大阪府　　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。救護班派遣(9月８日～17日)。
　　　　　食料その他供給のため25万6千円。隣保館建設のため33万円。警察官275人。急造建物2棟。
兵庫県　　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。救護班派遣(9月５日～23日)薬品材料(価額200円)。
　　　　　現金23万円及び食料その他(価額11万500円)。警察官132人。神戸市と合同急造建物。公設市場5ヵ所。公設浴場5ヵ所　職業紹介所2ヵ所。

奈良県　　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。救護班派遣(9月６日～11日)。急造建物2棟。
滋賀県　　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。警察官28人。食料品その他(価額約500円)。
和歌山県　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。急造建物2棟。雑品(価額約2500円)。
愛媛県　　８府県連合病院設置診療(10月１日～12月20日)。救護班派遣。救護材料200箱･教科書235箱。急造建物2棟。

香川県　　救護班派遣。雑品(価額約2000円)。
鳥取県　　救護班派遣(9月８日～17日)。
島根県　　救護班派遣。
岡山県　　救護班派遣(9月10日～19日)。食料品その他(価額約1000円)
広島県　　救護班派遣55人(9月８日～23日)。
山口県　　救護班派遣(9月９日～19日)。
長崎県　　食料品その他(価額約3000円)。
函館市　　海産物(価額約3600円)。
盛岡市　　金1000円。
仙台市　　金5000円。
福島市　　金1500円及び雑品(価額約800円)。
前橋市　　金3300円。
川崎市　　直接上水の供給を受けたる外日常品雑品。

橘郡　　　金111.47円。
新潟市　　金5000円。
上田市　　金300円。
名古屋市　食料その他(価額約20000円)｡薬品衛生材料(見積300円)｡救護班派遣(9月８日～15日)｡市営電車復旧のため技手･工夫来援。
金沢市　　食料その他雑品(価額約4400円)。
富山市　　救恤品(価額約1400円)。
京都市　　救護班派遣。水道施設に必要な物資及び労力の供給。食料品(価額約8000円)薬品及び衛生材料(価額約500円)。
　　　　　市営電車工事復旧のため技手･工夫来援。
大阪市　　食料品物資(価額見積難きも同市市会にて救護費100万円を議決)。机・腰掛1万4000脚。水道施設に必要なる材料及び労力供給。
　　　　　市営電車復旧のため材料購入の援助、技手･工夫の応援及び補充車両の分譲。
堺市　　　白米その他(価額2500円)。
神戸市　　食料その他物資(価額約8000円)。救護班派遣(9月７日～14日)｡水道施設材料及び労力の供給。兵庫県と合同急造建物(2933坪)。

大津市　　救恤品(価額約4000円)。
長浜町　　食料その他(価額約1000円)。
岡山市　　救護班派遣(9月６日～12日)。金3000円及び食料その他物資。
広島市　　食料その他物資(価額約3000円)。
呉市　　　金100円｡食料その他物資(価額約2000円)。
松山市　　救恤品(価額約2000円)。
宇和島市　教科書その他物資(価額約1000円)。
門司市　　救恤品(価額約1300円)。

福岡市　　救恤雑品(価額約16000円)。
大牟田市　救恤品(価額約2500円)。
長崎市　　食料その他物資(価額約1000円)。
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